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今回の報告では、県内の玉類生産遺跡（玉作遺跡）と消費遺跡（墳墓）の様相を併せて提示するこ

とにより、玉類生産の契機と製品の流通について述べた。対象とした時代は弥生時代である。

生産遺跡の様相

県内では弥生時代中期初頭より古墳時代前期にかけて玉作遺跡が存在する。弥生時代中期後半から

後期前半に属する玉作遺跡は確認出来ていないが、この時期は遺跡が希薄な時期であり、玉作が行わ

れていたかどうかは、今後の発掘調査によって明らかになるであろう。

長期にわたって生産を継続した遺跡は皆無で、規模の多寡にかかわらず、一時期に集中して生産を

行った可能性が高い。また、比較的大規模な生産を行った玉作遺跡では、未成品の他、製品も大量に

出土する。なお、残された製品に法量の規格性は認められない。

消費遺跡の様相

県内では、玉類を大量に持つ墳墓が数例確認されている。碧玉製管玉の出土総数は１０００本に迫る数

である。また、遺跡ごとに長さ・直径がある程度揃っており、法量に規格性を持つと言えよう。

肉眼観察によると、これらの管玉は、県内の玉作遺跡から持ち込まれた可能性が高いものがある。

それが福井市原目山１号墓で出土した３２３本の管玉で、近在の玉作遺跡・林・藤島遺跡の資料と酷似

している。

まとめ

①墳墓出土管玉は法量・質感が揃っている。一つの生産地から選択して持ち込んでいると考える。

また、管玉は１本１本で「製品」となるのではなく、連にした時点で初めて「製品」となった可

能性が高い。

②生産遺跡における存続期間の短さと、出土遺物の中に大量の製品が存在することから、恒常的な

交換を第一目的とするものではなかったと考えたい。では、玉類を生産した第一目的は何だった

のか。それは、集落リーダーの要求・要請によって生産されたという仮説を提示したい。

県内の消費遺跡より出土した管玉は、法量に規格性を持ち、１墳墓に大量に持つ例が多い。被葬者

の要求を満たした時点で生産は停止し、その結果生産遺跡には未成品に混じって、選ばれなかった製

品が出土するのだと考えたい。

集落リーダーが玉をどのように使ったか。現時点では、他地域への贈答品・交換材としての使用数

以上に、相当数が自分や近親者の身を飾るために使われたであろう、と言う他ない。いずれにせよ他

地域へ流通する前に生産された玉類が一度リーダーの手に渡ったことが重要であり、玉の流通はリー

ダーの手を介して行われたのであろう。

おわりに

この会の準備期間は、私にとって、とても楽しい時間でした。このような機会を与えてくださった

石川県埋蔵文化財センタ－の皆様に感謝致します。また、冨山正明氏・宮田明氏からは、沢山の助言

を頂きました。誠にありがとうございました。
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福井県の玉類生産遺跡と玉類出土墳墓

主な玉類生産遺跡の消長表

墳墓出土管玉法量ヒストグラム

清水町甑谷在田遺跡

北陸の管玉模式図

福井市今市岩畑遺跡
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管玉未製品実測図

三国町下屋敷遺跡

管玉製品・穿孔工程未製品実測図

工房平面図

管玉・管玉未製品

敦賀市吉河遺跡

鉄製工具（上段鑿、中段調整工具、下段穿工具）

Ｓ＝１／１２

福井市林・藤島遺跡
福井市中角遺跡
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